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も従欝盆緊返 8 歪謬忍云ァ
‘来必さ彩ん度溶れれにル

一跳の要が響でのかるる ... -:::-
ね検に低で成アし 長ダ
返査な
り方る
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謬壱生為月篇闘力
合は 両醤特黍 8 で西溢そ
で鉗 修型る型0き鋼嘩金
浪I」を や＞自とにSて戸 ー に型
定落 交体 ‘ 押7いと耐は

一

ー

·

·
‘

 

っ
6-
aさヽ

ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト

溶
か
し
た
ア
ル
ミ

奎
腐
な

金
型
に
面
速・

忘昆
で
注
ぎ 、
成

匝
形
す
る
鋳
造
技
術
衷
雑な
形
の
製
品
を
短

時
問
に
生
臨
で
き
る 。
エ
ン
ジ
ン
や
動
力
を

ム
伝
え
る
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ

ン
な
ど
の
「パ

一ズ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
部
品」

と
いっ
た
自
動
m
関

述
を
中
心
に
使
わ
れ
て
い
る 。

す
る
も

の
で、
結
果
が
ば
ら
っ

患
す
い
課
悶
が
あ

る。
そ

の

ため
巷蕊
で
は
経
験な
ど

に
茄

づ
く
こ

と
が
多
く 、
正
躙

な
把

撃
段

菜
め
ら

れ
て

い
た 。

今
回
開
発
し
た

検
査
技
術

は、
金
型
の
表
面
か

扁
音
波

曇
し、

麿
れ
る
デ
ー

タ

か
ら
劣
化

の
状
態

を
把
蕊
す

る。
劣
化
が
進
む

と、
ナ
ノ
秒

（
ナ
ノ

は
10
億
分
の
1)
レ
ペ

ル
で
超
畜
波

の
到
遠
時
閻
に
変
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高
い

忠
音波

を
使
っ

て
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト |

凹—
金
型
の
硬
さ

を
検
査
す
る
技
術

を、

醤
菜

督
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
高

岡
市
二
上
町）

が
開
発
し
た 。
従
来
の
測
定
法
に
比
べ
病
度
が

格
段
に
高
い
上
に、
金
型

を
慨
つ
け
ず
に
正
確
に

状態
を
把
蕊

で
き
る
利
点
が
あ

る。
将
来、

I
O
T
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト）

技
術

と
し
て
活
用
し、
人
工
知
鮨
(
A
I)

と
組
み
合

わ
せ
る
こ

と
で
も

の
づ
く
り

の
志
効
率
化
へ
の
寄
与

が期
待
で

き
る
と
い＿つ 。

（
高
倉
隕）

化
が
表
れ
る
と
い
う 。

研
究
に
取
り
組
ん
だ
同
セ
ン

タ
ー

の
山
岸

英樹
副
主
幹
研
究

員
は

医
師
が
聡
診
器
で

診断

す
る
よ
う

に、
金
型

を
姻
さず

に
硬
さ

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

で
き

る」
と
言
う 。

研
究
で
は
金
製
の
結
晶
網
造

が、
使
い
続
け

る
こ

と
で

変化

し、
わ
ず

か
に

弾性
率
が
培
加

す
る
こ

と
で
超
音
波

に
彰
響
す

る
こ

と
を
解

き
明

か
し
た 。

山
岸
副
主
幹
研
究
貝
は
「
将

（
ソ

来、
一
S
O
c
i
e
t
y

サ
エ
テ
ィ
ー）

5
．

0』
と
呼

ば
れ
る
A
ー

な
ど
先
端
技
術を

駆
使
し
た
社
会
で
の
も

の
づ
く

り
に
寄
与
で

きる
と
期
待
し
て

い
る」
と
話
し
た 。
研
究
成
果

を
ま

と
め
た
論
文
は
5
月

に
米

国
盆
屈・
材
翌
〒会
誌
の
速

靱
版
で
紹
介
さ

れ
た 。




